
小平が目指す12年後の将来像

小平市 第四次長期総合計画 を策定

特　集
10面〜12面

◆対象者
16歳以上の小平市民
※妊婦または妊娠している可能性がある方、授乳中の方も、新型コロ
ナワクチンを受けることができますが、接種のメリットとデメリット
をよく検討して接種を判断することとしています。主治医とご相談く
ださい。

◆接種の優先順位
ワクチンは徐々に供給されますので、高齢（令和４年３月末までに6５
歳）の方から順にワクチンを接種することを国が示しています。
高齢の方の接種は、令和３年４月以降に開始する予定です。

１. 高齢の方
令和４年３月末までに6５歳に達する、昭和32年４月１日以前に生ま
れた方
２. 高齢の方以外の基礎疾患がある方
※基礎疾患については自己申告制です。証明書の提出や事前申請も不
要です。
３. 高齢者施設などに従事する方
４. 60歳〜64歳の方
５. 上記以外の方

◆費用
無料で接種できます。
※接種の際には、今後市から郵送するクーポン券（接種券など）と本
人確認書類（健康保険証・運転免許証など）が必要です。高齢の方へ
は、令和３年３月下旬以降にクーポン券を発送する予定です。
※マイナンバーカードは必要ありません。

◆回数
同じ種類（会社）のワクチンを２回接種します。
※ワクチンの種類により３〜４週間の間隔をあけて接種となる見込み
です。ファイザー社のワクチンは、１回目から３週間あけて２回目を
接種します。

◆接種できる場所
原則、住民票がある市区町村で接種を受けます。
小平市で接種できる場所は、決まりしだい、市報こだいらや小平市ホ
ームページでお知らせします。
※長期入院や単身赴任など、やむを得ない事情による場合には、住所
地以外でワクチン接種を受けることができます。手続き方法は、決ま
りしだい、ご案内します。

◆接種方法
接種には予約が必要です。予約は、電話とインターネットで受け付け
ます。予約を開始する日が決まりしだい、市報こだいらや小平市ホー
ムページでお知らせします。予約方法の案内は、クーポン券と併せて
郵送します。

◆接種を受ける際の同意について
新型コロナウイルスワクチンの接種は強制ではありません。予防接種
を受ける方には、予防接種による感染症予防の効果と副反応のリスク
の双方を理解したうえ、自分の意志で接種を受けていただきます。
接種していない人への差別、職場や学校での不利益な取り扱いはやめ
ましょう。

新型コロナウイルスワクチン接種
コールセンターと
よくある質問サイトを開設
新型コロナウイルス感染症の発症や重症化を予防するため、国からワクチ
ンが供給されしだい、速やかにワクチン接種が開始できるよう準備してい
ます。接種開始時期や予約方法など、詳しくは内容が決定しだい、市報こ
だいらや小平市ホームページでお知らせします。
※内容は、ワクチンの供給状況によって変更になる場合があります。

ワクチン接種の今お伝えできる情報

問合せ（コールセンターとよくある質問サイト）
市と国では、新型コロナウイルスワクチン接種のお問い合わせを
受け付けるコールセンターを開設しています。
不明な点はお問い合わせいただくか、小平市よくある質問
（FAQ）サイトまたは厚生労働省ホームページをご覧ください。

◆接種券の発送、予約方法
小平市コロナワクチンコールセンター
☎0120（985）365（平日の午前９時〜午後６時）
※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語・タガログ
語・ベトナム語・ネパール語・ミャンマー語でも対応します。

◆ワクチン接種の制度全般
厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
☎0120（761）770（午前９時〜午後９時）

◆小平市よくある質問（ＦＡＱ）サイト
小平市専用の小平市よくある質問（FAQ）サイト（右下図のＱ
Ｒコードまたは小平市ホームページからアクセス）では、新型コ
ロナウイルスワクチン接種について、質問したい言葉を入れて調
べることができます。

◆厚生労働省ホームページ
国の新型コロナウイルスワクチン接種に関する最新の情報は厚生
労働省ホームページをご覧ください。
H検索　厚生労働省　コロナワクチン

小平市よくある
質問サイト

躍動をかたちに　進化するまち　こだいら

ぶるべー

令和3年（2021年）
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携帯電話用 スマートフォン用

市
民
税
・
都
民
税
の

申
告
は
市
役
所
へ

４
月
１５
日（
木
）ま
で

　
申
告
書
は
、
送
付
で
の
提
出
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
作
成
し
た
申
告
書
を
送
付
す

る
場
合
、
生
命
保
険
な
ど
の
各
種
控
除
証

明
書
や
医
療
費
控
除
の
明
細
書
が
あ
る
方

は
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
書
き
方
な

ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
期
限
間
近
に
な
る
と
受
付
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。
税
務
課
で
は
、
市
民
税
・
都

民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動

く
市
役
所
で
は
、
作
成
済
み
の
申
告
書
の

み
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▪
申
告
の
相
談

日　
程　
▽
３
月
１５
日
（
月
）
ま
で　
午

前
９
時
〜
１１
時
３０
分
、
午
後
１
時
〜
４
時

　
市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

▽
３
月
１６
日
（
火
）
〜
４
月
１５
日
（
木
）

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時　
税
務
課

（
市
役
所
２
階
）

※
確
定
申
告
の
相
談
・
提
出
は
東
村
山
税

務
署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
税
務
課
（
〒
１８７
︱
８
７
０
１　

小
平
市
役
所
）
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
２

２
・
９
５
２
３

確

定

申

告

は

４
月
１５
日（
木
）ま
で
に

東
村
山
税
務
署

　
税
務
署
で
は
、
申
告
書
作
成
会
場
を
設

け
、
確
定
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
相
談

が
で
き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理

券
は
当
日
会
場
で
配
布
す
る
ほ
か
、
無
料

通
話
ア
プ
リ
Ｌ　

ラ
　
イ
　
ン
　

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
事
前
に
入
手
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
申
告
書
の

作
成
・
電
子
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
印
刷
し

て
そ
の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
で
き
る
申
告

書
が
作
成
で
き
ま
す
。
ま
た
、
印
刷
せ
ず

に
、
ｅイ

　
ー
　
タ
　
ッ
　
ク
　
ス

－
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
を
利
用

し
て
提
出
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
付
期
限

▽
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税

…
４
月
１５
日
（
木
）
ま
で

▽
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税

都
市
計
画
の
情
報
を

小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な

ど

で

公

開

４
月
１
日
か
ら

　
利
便
性
の
向
上
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
都
市
計
画
の
確

認
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

▪
都
市
計
画
情
報
表
示
図
な
ど
の
公
開

　
４
月
か
ら
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
用
途
地

域
な
ど
の
都
市
計
画
情
報
を
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、都
市
計
画
課（
市
役
所
４
階
）

で
は
、
都
市
計
画
を
照
会
す
る
専
用
端
末

を
設
置
し
ま
す
。必
要
に
応
じ
て
印
刷（
有

料
）
も
で
き
ま
す
。

※
道
路
認
定
網
図
や
建
築
基
準
法
上
の
道

路
種
別
情
報
も
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▪
都
市
計
画
証
明
事
務
の
廃
止

　
地
理
情
報
で
都
市
計
画
を
確
認
で
き
る

た
め
、
３
月
末
で
従
来
の
都
市
計
画
証
明

申
請
の
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
都
市
計
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
５
４

市
が
建
築
確
認
な
ど
の

業

務

を

開

始

４
月
１
日
か
ら

　
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
建
築
主
事
を

置
き
、
特
定
行
政
庁
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
東
京
都
で
扱
っ
て
い

た
建
築
確
認
な
ど
の
業
務
を
市
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

▪
市
が
行
う
主
な
業
務

▽
建
築
計
画
の
確
認
・
許
可
・
認
定
な
ど

▽
違
反
建
築
物
な
ど
の
取
締
り

▽
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
届
出

▽
長
期
優
良
住
宅
の
認
定

▽
低
炭
素
建
築
物
の
認
定

▽
建
築
物
省
エ
ネ
法
に
基
づ
く
適
合
性
判

定
・
認
定
な
ど

▽
建
築
計
画
概
要
書
の
閲
覧
・
写
し
の
交

付▽
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
の
交
付

▽
中
高
層
建
築
物
の
紛
争
・
予
防
に
関
す

る
こ
と

▽
道
路
種
別
に
関
す
る
図
面
の
閲
覧

▽
道
路
位
置
の
指
定
・
変
更
・
廃
止
に
関

す
る
こ
と

▽
道
路
位
置
指
定
申
請
図
の
閲
覧
・
写
し

の
交
付

▽
特
定
建
築
物
な
ど
の
定
期
報
告
に
関
す

る
こ
と

▪
中
高
層
建
築
物
を
計
画
す
る
と
き
の
東

京
都
と
の
取
り
扱
い
の
変
更
点

　
市
内
に
中
高
層
建
築
物
を
計
画
す
る
と

き
は
、
標
識
の
設
置
に
加
え
て
近
隣
関
係

住
民
へ
の
説
明
会
の
開
催
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▪
建
築
計
画
概
要
書
・
台
帳
記
載
事
項
証

明
書
の
申
請
・
閲
覧
時
の
注
意
点

　
建
築
物
な
ど
を
特
定
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
一
度
に
大
量
の
申
請
を

す
る
場
合
や
、
営
業
目
的
と
判
断
さ
れ
る

な
ど
、
制
度
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
閲
覧
な

ど
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
カ
メ
ラ
な
ど
で

閲
覧
書
類
の
撮
影
は
禁
止
で
す
。

▪
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可

　
東
京
都
で
行
っ
て
い
る
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
開
発
許
可
は
、
従
来
ど
お
り
東
京

都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
開
発
指
導
第
二

課
（
☎
０４２
（
３
６
４
）
２
３
８
６
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
建
築
指
導
準
備
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
５
１

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

解
体
工
事
説
明
会

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事
の
説

明
を
し
ま
す
。

と　
き　
３
月
２４
日
（
水
）　
午
後
７
時

〜
８
時

と
こ
ろ　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
（
小
川
東
町
５
︱
１７
︱
１０
）

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３

４
５
）
２
８
２
１

所
有
地
を
売
却

（
一
般
競
争
入
札
）

湖
南
衛
生
組
合

　
組
合
所
有
地
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。
入
札
参
加
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
募

集
要
項
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
物
件
所
在
地
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

▽
所
在
地
・
面
積
…
武
蔵
村
山
市
大
南
３

︱
９
︱
２
（
百
６６
・
８８
平
方
㍍
）

▽
最
低
売
却
価
格
…
２
千
８６
万
円　

申
込
み　
３
月
２２
日（
月
）ま
で（
必
着
）

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ
（
送
付
可
）

※
３
月
２４
日
（
水
）
に
湖
南
衛
生
組
合
会

議
室
で
入
札
し
ま
す
。

H
検
索　
湖
南
衛
生
組
合

問
合
せ　
湖
南
衛
生
組
合
☎
０
４
２
（
５

６
１
）
１
５
５
１

…
４
月
１５
日
（
木
）
ま
で

H
検
索　
国
税
庁

問
合
せ　
東
村
山
税
務
署
（
〒
１８９
︱
８
５

５
５　
東
村
山
市
本
町
１
︱
２０
︱
２２
）
☎

０４２
（
３
９
４
）
６
８
１
１

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
の

廃
車
・
譲
渡
の
手
続
き

４
月
１
日（
木
）ま
で

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
処
分
し
た
り
、
人
に
譲
渡
し
た
バ
イ

ク
や
軽
自
動
車
な
ど
で
、
４
月
１
日
ま
で

に
左
上
表
の
申
告
場
所
で
手
続
き
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
が
課
税
さ
れ
る
た
め
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
申
告
手
続
き
に
必
要
な
持
ち
物
な
ど

は
、
左
上
表
の
申
告
場
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
税
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

２
１審

議
会
な
ど
の
日
程

　
傍
聴
す
る
方
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮
す
る
た
め
、

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
で
検
温
し
、
体
調
不
良
の

方
の
傍
聴
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
会
議
録
は
、
後
日
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ

ー
（
市
役
所
１
階
）
ま
た
は
小
平
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▪
経
営
方
針
推
進
委
員
会

と　
き　
３
月
１７
日
（
水
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
行
政
経
営
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
７
５
６

▪
教
育
委
員
会
定
例
会

と　
き　
３
月
１８
日
（
木
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
５
階
５
０
４
会
議
室

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
４０
分
か
ら
、

問
合
せ
先
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
教
育
総
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
６
８

▪
地
区
ま
ち
づ
く
り
審
議
会

と　
き　
３
月
１８
日
（
木
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
１
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

問
合
せ　
都
市
計
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
５
４

▪
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

と　
き　
３
月
１８
日
（
木
）　
午
後
２
時

か
ら

と
こ
ろ　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
２
階
多

目
的
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

▪
土
地
利
用
審
議
会

と　
き　
３
月
２２
日
（
月
）　
午
前
１０
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
午
前
９
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

問
合
せ　
都
市
計
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
２
９

▪
緑
化
推
進
委
員
会

と　
き　
３
月
２４
日
（
水
）　
午
後
３
時

〜
５
時

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
午
後
２
時
４０
分
か
ら
、

会
場
で
受
付
（
先
着
順
）

問
合
せ　
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
８
３
０

▪
環
境
審
議
会

と　
き　
３
月
２５
日
（
木
）　
午
前
１０
時

〜
正
午

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）　

問
合
せ　
環
境
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
１
８

▪
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議
会

と　
き　
３
月
２５
日
（
木
）　
午
後
４
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
３
階
庁
議
室

定　
員　
５
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　
総
務
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

８
０

▪
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

推
進
委
員
会

と　
き　
３
月
２９
日
（
月
）　
午
前
１０
時

か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
６
階
大
会
議
室

定　
員　
１０
人

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

問
合
せ　
政
策
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５

０
３

市
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　
令
和
２
年
度
の
市
税
（
市
民
税
・
都

民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、
国
民
健
康

保
険
税
）
は
、
い
ず
れ
も
納
期
限
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
早
急
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限
を
過
ぎ
る

と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
差
押

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
事
情
が
あ
っ
て
納
め
ら
れ
な
い
方

は
、
至
急
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

３
月
３１
日（
水
）ま
で

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
３
月
３１
日
（
水
）
ま
で
に
申
請

す
る
と
、
減
免
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▽
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は

重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯

▽
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、

給
与
収
入
、
不
動
産
収
入
ま
た
は
山
林

収
入
の
い
ず
れ
か
に
一
定
程
度
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
世
帯

問
合
せ　
保
険
年
金
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
３
０

廃車・譲渡の申告場所
車　種 申告場所

１２５ｃｃ以下のバイク
小型特殊自動車

税務課(市役所 ２階）
☎０４２（３４６）９５２１

１２５ｃｃを超えるバイク
東京運輸支局　多摩自動
車検査登録事務所（国立
市北 ３−３０− ３ ）
☎０５０（５５４０）２０３３

三輪以上の軽自動車
軽自動車検査協会　東京
主管事務所多摩支所（府
中市朝日町 ３−１６−２２）
☎０５０（３８１６）３１０４

夜
間
納
税
窓
口

３
月
２５
日（
木
）に
開
設

と　
き　
３
月
２５
日
（
木
）　
午
後
５

時
〜
８
時

と
こ
ろ　
市
役
所
２
階
収
納
課
（
入
口

は
庁
舎
北
側
）

※
来
庁
の
際
は
、
納
税
通
知
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
夜
間
窓
口
で
は
、
納
税

証
明
書
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
収
納
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９

５
２
６
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休日歯科応急診療医（診療時間：午前９時～午後５時）

発熱患者が増加した場合、感染拡大防止のため、主に発熱患者の診療となります。
詳しくは、小平市医師会ホームページをご覧ください。

日　　程 診 療 時 間 名　称 所　在　地 電 話 番 号

休日応急診療 日曜日、祝日、
年末年始 午前 ９時～午後 ５時 小平市医

師会応急
診療所

学園東町
１－１９－１２
（健康センター内）

０４２（３４６）３７０６
（左記診療時間内）

準夜応急診療 月曜～日曜日
（年中無休）

午後 ７時３０分～１０時３０分
（受付は１０時１５分まで）

※応急診療所の診療科目は内科と小児科です。高校生以下の受診は、保護者の同伴が必要です。健康保険証、各
種医療費受給者証を忘れずにお持ちください。

休日応急診療・準夜応急診療（内科・小児科）

東京消防庁救急相談
センター

＃７１１９（携帯電話、PHS、プッシュ回線から）
０４２（５２１）２３２３（ダイヤル回線から）

救急車を呼ぶべきか迷った場合の
相談・２４時間

小平消防署
病院・診療所案内 ０４２（３４１）０１１９ 救急医療機関の案内・２４時間

東京都医療機関案内
サービス（ひまわり） ０３（５２７２）０３０３ 診療中の医療機関の案内・２４時間

東京都による救急診療などの相談・案内

日　　程 医療機関名 所　在　地 電 話 番 号
３ 月 ７ 日（日） ゆ ざ わ 歯 科 学園西町 ２－ ３－ １ ０４２（３４５）１４０１
３ 月１４日（日） 中 澤 歯 科 医 院 津田町 ３－４０－１２ ０４２（３４１）００２５
３ 月２０日（土・祝） あ か し あ 歯 科 仲町４３９ー１２ ０４２（３４５）２３３６
※受診の際は、事前にお問い合わせください。また、医療機関は変更になる場合があります。

と
不
安
の
ケ
ア
を
支

援
し
ま
す
。

※
下
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
と
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

H
検
索　
こ
こ
ろ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

総
合
支
援
資
金（
特
例
貸
付
）

生
活
を
立
て
直
し
た
い
方

（
主
に
失
業
者
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

収
入
の
減
少
や
失
業
で
生
活
資
金
に
お
困

り
の
方
を
対
象
に
、
資
金
を
貸
し
付
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
再
貸
し
付
け
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
３
月
３１
日
（
水
）
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
０４２

（
３
４
４
）
１
２
１
７

住
居
確
保
給
付
金
の

再
支
給
申
請
は
３
月
ま
で

家
賃
の
支
払
い
が
困
難
な
方

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

離
職・廃
業・休
業
な
ど
で
収
入
が
減
り
、

住
居
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
、
原
則

子
宮
頸
が
ん
検
診

　
次
の
い
ず
れ
か
の
検
診
が
選
べ
ま
す
。

▪
①
小
平
市
・
国
分
寺
市
の
指
定
医
療
機

関
で
の
検
診

と　
き　
５
月
１
日
（
土
）
〜
令
和
４
年

２
月
２８
日
（
月
）

定　
員　
２
千
人

▪
②
公
立
昭
和
病
院
で
の
検
診

と　
き　
６
月
か
ら
８
月
の
水
曜
日
の
午

後定　
員　
２
百
人

︱
︱
共　
通
︱
︱

対　
象　
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
（
平
成

１４
年
３
月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

受
診
で
き
な
い
方　
▽
令
和
２
年
度
に
小

平
市
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
（
国

の
指
針
で
受
診
は
２
年
に
１
回
）

▽
精
密
検
査
を
受
け
て
現
在
治
療
中
ま
た

は
経
過
観
察
中
で
あ
る

▽
申
込
み
後
に
市
外
へ
転
出
し
た

内　
容　
問
診
、
視
診
、
内
診
、
細
胞
診

申
込
み　
３
月
５
日
（
金
）
か
ら
令
和
４

年
１
月
３１
日
（
月
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

に
、
は
が
き
に
必
要
事
項
（
右
図
参
照
）

を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
不

可
、
先
着
順
）

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部・西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
東

京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
紙
面
欄
外
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ
ス
）。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
小
平
市
・
国
分
寺
市
の

自

殺

防

止

特
別
電
話
相
談
を
開
設

東
京
都
自
殺
対
策
強
化
月
間

　
３
月
は
、
自
殺
防
止
対
策
と
し
て
通
常

の
電
話
相
談
時
間
の
ほ
か
に
、
特
別
相
談

期
間
を
設
け
て
相
談
受
付
時
間
を
延
長
な

ど
し
て
い
ま
す
。

※
通
常
の
電
話
相
談
時
間
は
、
小
平
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
特
別
相
談　
特
別
相

談
期
間

　
「
孤
独
を
感
じ
る
」、「
身
近
な
人
に
は

打
ち
明
け
づ
ら
い
」
な
ど
苦
し
い
思
い
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

と　
き　
３
月
２
日（
火
）〜
７
日（
日
）

　
午
後
８
時
〜
午
前
２
時
３０
分

※
３
月
２
日
（
火
）
の
み
午
後
５
時
か
ら

午
前
２
時
３０
分
ま
で
。

問
合
せ　
国
際
ビ
フ
レ
ン
ダ
ー
ズ
東
京
自

殺
防
止
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
（
５８
）
９

０
９
０

▪
有
終
支
援
い
の
ち
の
山
彦
電
話　
傾
聴

電
話　
特
別
相
談
期
間

　
ひ
と
り
で
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ
ま
ず
、

つ
ら
い
気
持
ち
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

と　
き　
３
月
の
火
曜・
水
曜・
金
曜・
土

曜・日
曜
日
、
祝
日　
正
午
〜
午
後
８
時

問
合
せ　
有
終
支
援
い
の
ち
の
山
彦
電
話

☎
０３
（
３
８
４
２
）
５
３
１
１

▪
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話　
特
別
相
談

期
間

　
生
活
の
困
難
や
こ
こ
ろ
の
危
機
を
抱
え

な
が
ら
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
一
人
で
悩

ん
で
い
る
方
の
た
め
の
電
話
相
談
で
す
。

と　
き　
３
月
の
午
後
４
時
〜
９
時
、
３

月
１０
日（
水
）　
午
前
８
時
〜
１１
日（
木
）

　
午
前
８
時

問
合
せ　
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟
☎
０

１
２
０
（
７
８
３
）
５
５
６

▪
東
京
都
自
殺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　
こ
こ
ろ

と
い
の
ち
の
ほ
っ
と
ラ
イ
ン　
特
別
相
談

期
間

　
生
き
る
こ
と
に
悩
ん
で
い
る
方
、
家
族

や
友
人
が
心
配
な
方
の
相
談
窓
口
で
す
。

と　
き　
３
月
２３
日（
火
）〜
２７
日（
土
）

問
合
せ　
東
京
都
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
議
会

☎
０
５
７
０
（
０
８
７
４
７
８
）

▪
相
談
ほ
っ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
＠

東
京

　
無
料
通
話
ア
プ

リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、

つ
ら
い
と
感
じ
て

い
る
こ
と
や
悩
み

な
ど
の
相
談
が
で

指
定
医
療
機
関
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
検
診
票
・
案
内
の
発
送
は
、
①
は
４
月

中
旬
以
降
、
②
は
５
月
上
旬
以
降
の
予
定

で
す
。

問
合
せ　
健
康
セ
ン
タ
ー
（
〒
１８７
︱
０
０

４
３　
学
園
東
町
一
丁
目
１９
番
１２
号
）
☎

０４２
（
３
４
６
）
３
７
０
０

自
動
通
話
録
音
機
を

無
料
で
貸
し
出
し

特
殊
詐
欺
被
害
防
止

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
被
害

は
、
現
在
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
自
動

通
話
録
音
機
は
、
電
話
の
呼
び
出
し
音
が

鳴
る
前
に
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
す
装

置
で
す
。
犯
人
は
自
分
の
声
が
録
音
さ
れ

る
こ
と
を
嫌
う
た
め
、
特
殊
詐
欺
の
未
然

防
止
に
有
効
で
す
。

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

▽
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上

▽
自
宅
に
機
器
と
接
続
で
き
る
固
定
電
話

を
持
っ
て
い
る

き
ま
す
。

※
左
上
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
ラ

イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ
ち
登
録
が
で
き

ま
す
。

と　
き　
午
後
３
時
〜
１０
時　
９
時
３０
分

ま
で
受
付

▪
自
死
遺
族
傾
聴
電
話　
特
別
相
談
期
間

　
自
死
遺
族
の
方
々
の
悲
し
み
や
苦
し
み

を
電
話
で
傾
聴
し
、受
け
皿
と
な
り
ま
す
。

と　
き　
３
月
９
日（
火
）〜
１２
日（
金
）

　
正
午
〜
午
後
４
時

問
合
せ　
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ザ
☎
０３
（
３
７
９
６
）
５
４
５
３

▪
自
死
遺
族
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　
特
別
相
談

期
間

　
身
近
な
人（
親
族
、恋
人
、
職
場
の
同

僚
、
友
人
ほ
か
）
を
自
死
・
自
殺
で
亡
く

し
た
方
の
た
め
の
電
話
相
談
で
す
。

と　
き　
３
月
１９
日
（
金
）・
２０
日
（
土
・

祝
）・２２
日（
月
）　
午
前
１１
時
〜
午
後
７
時

問
合
せ　
全
国
自
死
遺
族
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０３
（
３
２
６
１
）
４
３
５
０

▪
Ａ
Ｉ
が
質
問
に
答
え
る　
こ
こ
ろ
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
サ
イ
ト
の
こ
こ
ろ

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
で
は
、
悩
み
を
入

力
す
る
と
、
Ａ
Ｉ
が
回
答
し
て
心
の
悩
み

▽
過
去
に
都
や
市
、
警
察
か
ら
貸
し
出
し

を
受
け
て
い
な
い

▽
市
が
貸
し
出
し
た
高
齢
者
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

▽
市
が
指
定
し
た
日
時（
３
月
１０
日（
水
）

〜
１５
日
（
月
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

４５
分
）
に
来
庁
し
、
機
器
を
受
け
取
れ
る

定　
員　
３
百
台
（
１
世
帯
に
１
台
）

申
込
み　
３
月
８
日（
月
）の
午
前
８
時
３０

分
か
ら
、電
話
で
問
合
せ
先
へ（
先
着
順
）

※
機
器
の
受
け
取
り
時
に
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
安
全
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
６
１
４

脳
を
元
気
に
今
日
を
元
気
に

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

▪
健
や
か
に
生
き
る
ヒ
ン
ト

　
脳
は
健
康
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
脳

が
元
気
に
な
る
と
身
体
に
も
活
力
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
認
知
症
予
防
や
高
齢
者
う

つ
、
歯
の
健
康
が
身
体
機
能
に
及
ぼ
す
影

響
な
ど
、
健
や
か
に
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
専

門
家
の
方
々
が
話
し
ま
す
。

※
講
演
会
は
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
Ｙユ

ー
ｏ
ｕ

Ｔチ

ュ

ー

ブ

ｕ
ｂ
ｅ
の
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｌ

で
配
信
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　
き　
３
月
２０
日
（
土
・
祝
）
か
ら

H
検
索　
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク

問
合
せ　
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ン
バ
ン
ク
事
務
局
☎
０４２

（
３
４
６
）
１
８
６
８

認
知
症
の
介
護
ス
ト
レ
ス
と

上
手
く
付
き
合
う
方
法

講
演
会

　
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
）
を
通
し

て
、
介
護
ス
ト
レ
ス
の
対
処
法
を
学
び
ま

す
。

※
講
師
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー

ム
）
で
講
義
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
会
場

ま
た
は
自
宅
（
ズ
ー
ム
で
視
聴
）
の
い
ず

れ
か
で
参
加
で
き
ま
す
。

と　
き　
３
月
２７
日
（
土
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

対　
象　
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方

定　
員　
３０
人

申
込
み　
３
月
５
日
（
金
）
か
ら
、
問
合

せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

※
ズ
ー
ム
で
参
加
す
る
方
は
、
電
子
メ
ー

ル
で
、
タ
イ
ト
ル
に
「
認
知
症
講
演
会
参

加
申
込
」、
本
文
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
入
力
の
う
え
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央

セ
ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１
、

Achuo2014.online@gmail.com

入
居
者
を
募
集

シ
ル
バ
ー
ピ
ア

　
民
間
借
上
げ
高
齢
者
住
宅
（
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
）
は
、
市
内
に
住
む
６５
歳
以
上
の
方

が
対
象
で
す
。

　
住
宅
困
窮
状
況
等
を
含
め
た
資
格
審
査

を
し
て
、
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

募
集
戸
数　
▽
所
在
地
…
小
川
西
町
４
︱

１３
︱
１４　
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
小
川
西

▽
区
分
、
募
集
戸
数
、
間
取
り（
面
積
）…

単
身
用
、１
戸
、６
畳・Ｄ
Ｋ（
３４
平
方
㍍
）

▽
予
定
使
用
料
…
１
万
６
千
３
百
円
か
ら

▽
入
居
予
定
日
…
６
月
以
降

対　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
６５
歳
以
上
で
市
内
に
３
年
以
上
住
所
を

有
し
て
い
る

▽
所
得
が
２
百
５６
万
８
千
円
以
下

▽
現
に
同
居
す
る
親
族
が
い
な
い

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る

▽
独
立
し
た
日
常
生
活
が
可
能

※
詳
し
く
は
、
申
込
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
申
込
案
内
は
高
齢
者
支
援
課
（
健
康

福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
東
部
・
西

部
出
張
所
、
動
く
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み　
３
月
５
日
（
金
）
か
ら
１２
日

（
金
）
ま
で
に
、
申
込
書
類
を
高
齢
者
支

援
課
へ
持
参
（
送
付
不
可
）
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
６
４
２

子宮頸がん検診申込書

１　氏　　名（ふりがな）
２　住　　所
３　電話番号
４　生年月日（大・昭・平　年　月　日）
５　希望検診場所（①・②のどちらか
必ず記入）
①小平市・国分寺市の指定医療機関で
の検診を希望
②公立昭和病院での検診を希望

３
か
月
（
最
長
９
か
月
、
令
和
２
年
度
に

新
規
申
請
し
た
方
は
最
長
１２
か
月
）
の
家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。
令
和
３
年
３

月
３１
日
ま
で
の
間
に
住
居
確
保
給
付
金
の

支
給
が
終
了
し
た
方
は
、
再
度
申
請
す
る

と
３
か
月
間
に
限
り
、
再
支
給
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
（
３
４
９
）
０
１
５
１

見
舞
金
を
支
給

交
通
遺
児

　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
交
通

遺
児
を
対
象
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

金　
額　
２
万
円
（
１
人
当
た
り
）

対　
象　
市
内
在
住
の
１８
歳
以
下
の
交
通

遺
児
で
、
令
和
３
年
３
月
末
時
点
で
定
職

に
就
い
て
い
な
い
方

申
込
み　
３
月
１９
日
（
金
）
ま
で
に
、
申

請
書
、
事
故
を
証
明
で
き
る
も
の
を
問
合

せ
先
へ

※
申
請
書
は
問
合
せ
先
に
あ
り
ま
す
。
事

前
連
絡
の
う
え
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民

生
委
員・児
童
委
員
へ
も
提
出
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
０４２

（
３
４
４
）１
２
１
７

AIチャット
ボット

相談ほっと
LINE
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３
月
１９
日（
金
）ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

タ
ク
シ
ー

鷹
の
台
駅

　

西
側
ル
ー
ト

実
証
実
験
運
行

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
、
決
め
ら

れ
た
ル
ー
ト
、
停
留
所
を
時
刻
表
に
合
わ

せ
て
走
る
乗
り
合
い
の
交
通
機
関
で
す
。

　
鷹
の
台
駅
西
側
ル
ー
ト
第
２
期
（
鷹
の

台
駅
か
ら
南
台
病
院
方
面
循
環
）
の
実
証

実
験
運
行
が
３
月
１９
日
（
金
）
で
終
了
し

ま
す
。
車
内
で
は
感
染
症
予
防
対
策
を
し

て
い
ま
す
。
買
い
物
や
通
院
、
お
出
か
け

陶
磁
器
食
器
や

未
利
用
食
品
な
ど
の
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
き
ゃ
ら
ば
ん

と　
き　
３
月
１６
日
（
火
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
東
部
公
園
内
駐
輪
場

※
車
で
持
ち
込
め
ま
す
。

内　
容　
▽
陶
磁
器
食
器
の
回
収
…
茶
わ

ん
、
皿
（
割
れ
た
物
も
可
、
汚
れ
た
物
は

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
食
器
以
外
は
不
可
。

包
装
紙
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
）

▽
小
型
家
電
の
回
収
…
携
帯
電
話
、
卓
上

計
算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
ほ
か

▽
廃
食
油
の
回
収
…
未
使
用
可
、
ラ
ー
ド

や
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
油
不
可
、
食
用

以
外
の
油
不
可

※
現
地
で
回
収
タ
ン
ク
に
入
れ
、
容
器
は

お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
利
用
食
品
の
回

収
）
…
米
、
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ

ト
ル
ト
食
品
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、
コ

ー
ヒ
ー
、
調
味
料
ほ
か
（
未
開
封
で
包
装

や
外
装
が
破
損
し
て
い
な
い
物
、
賞
味
期

限
が
一
か
月
以
上
先
の
も
の
）

※
生
鮮
食
品
や
瓶
詰
め
食
品
は
不
可
。

▽
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

▽
雑
貨
交
換
…
使
え
る
お
も
ち
ゃ
、
ぬ
い

ぐ
る
み
（
３０
㌢
㍍
以
内
）、
育
児
用
品
を

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
菓
子
と
交
換

※
い
ず
れ
も
事
業
系
の
も
の
、
粗
大
ご
み

は
不
可
。
回
収
で
き
な
い
も
の
は
、
お
持

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
公
共
交
通
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
８
１
４

身
近
に
農
の
あ
る

豊
か
な
都
市
の
暮
ら
し

講
演
会

▪
地
区
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
市
内
に
多
く
残
る
農
地
は
、
郷
土
風
景

と
し
て
小
平
の
町
並
み
の
特
徴
で
あ
り
、

重
要
な
地
域
資
源
で
す
。

　
こ
う
し
た
市
内
の
農
地
や
都
市
農
業
に

つ
い
て
、
千
葉
大
学
准
教
授
の
秋
田
典
子

さ
ん
が
話
し
ま
す
。
農
地
な
ど
、
み
ど
り

の
保
全
や
活
用
、
身
近
な
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
３
月
２４
日
（
水
）　
午
後
６
時

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

燃
や
す
ご
み
の
一
部
を

ほ
か
の
市
町
村
な
ど
の

施

設

で

処

理

４
月
か
ら

　
小
平
市
か
ら
出
る
燃
や
す
ご
み
を
焼
却

処
理
し
て
い
る
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生

組
合
（
小
平
市
中
島
町
）
で
は
、
ご
み
焼

却
施
設
が
老
朽
化
・
旧
式
化
し
て
い
る
た

め
、施
設
の
建
て
替
え
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
建
替
え
期
間
中
（
令
和
３
年
４
月
〜
令

和
７
年
度
）
は
、
燃
や
す
ご
み
の
一
部
を

多
摩
地
域
の
ほ
か
の
市
町
村
な
ど
の
ご
み

焼
却
施
設
で
処
理
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量
・
分
別
の
徹
底

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
み
の
分
別
方
法
や
収
集
日
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
令
和
３
年
度　
燃
や
す
ご
み
の
処
理
支

援
団
体

▽
柳
泉
園
組
合（
清
瀬
市・東
久
留
米
市・

西
東
京
市
で
構
成
）

▽
ふ
じ
み
衛
生
組
合
（
三
鷹
市
・
調
布
市

で
構
成
）

※
定
期
補
修
な
ど
で
既
存
の
ご
み
焼
却
施

設
を
停
止
す
る
期
間
に
処
理
支
援
団
体
で

処
理
し
ま
す
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

４５
分
〜
８
時　
６
時
開
場

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

※
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム（
ズ
ー
ム
）で
、

自
宅
か
ら
視
聴
も
で
き
ま
す
。

定　
員　
５０
人

申
込
み　
３
月
１７
日
（
水
）
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

※
東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
は
３
面
欄
外
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

っ
て
ア
ク
セ
ス
）か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

問
合
せ　
都
市
計
画
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
５
４

作

品

展

ル
ネ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
小
平
の
四
季
と
市
民
の
く
ら
し
」
を

テ
ー
マ
に
募
集
し
た
作
品
の
展
示
と
、
審

査
結
果
も
併
せ
て
発
表
し
ま
す
。

小
平
市
国
際
交
流
協
会

▪
令
和
３
年
度　
英
会
話
教
室
受
講
生
を

募
集

　
外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
通
年
コ
ー

ス
の
前
期
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
授
業
料
は
返
金
で
き

ま
せ
ん
。

と　
き　
３
月
２０
日
（
土
・
祝
）
〜
２６
日

（
金
）　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
２６
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

※
３
月
２０
日
（
土
・
祝
）
の
午
前
１０
時
か

ら
、
展
示
会
場
で
表
彰
式
と
講
評
会
を
行

い
ま
す
。

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
展
示
室

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

ウ
ー
ド
の
響
き

ア
ラ
ブ
楽
器
の
王

▪
ル
ネ
こ
だ
い
ら
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ

ー
ト

　
ウ
ー
ド
は
、
中
東
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
に

か
け
て
の
ア
ラ
ブ
世
界
で
愛
さ
れ
て
い
る

弦
楽
器
で
す
。

　
東
ア
ジ
ア
の
ウ
ー
ド
演
奏
家
の
パ
イ
オ

ニ
ア
の
常
味
裕
司
さ
ん
と
、
気
鋭
の
打
楽

器
奏
者
の
立
岩
潤
三
さ
ん
が
悠
久
の
音
世

界
を
お
届
け
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
１５
日
（
木
）　
午
後
２
時

開
演

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　
用　
１
千
５
百
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

出　
演　
常
味
裕
司
（
ウ
ー
ド
）、
立
岩

潤
三
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ダ
ル
ブ
ッ
カ

ほ
か
）

曲　
目　
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
夜
、
サ
マ
ー

イ
・
ナ
ハ
ワ
ン
ド
ほ
か

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で

問
合
せ
先
へ

H
検
索　
ル
ネ
こ
だ
い
ら

問
合
せ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
０
０
０

日　
程　
左
表
の
と
お
り

※
４
月
１４
日
（
水
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定　
員　
各
１０
〜
１４
人

申
込
み　
３
月
２１
日（
日
）ま
で（
必
着
）

に
、
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
・
ロ
ー

マ
字
）、日
中
連
絡
が
取
れ
る
電
話
番
号
、

希
望
ク
ラ
ス
名
を
記
入
の
う
え
問
合
せ
先

へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
、
初
め
て
の
方
を
優
先

し
て
抽
選
。
結
果
は
４
月
１
日
（
木
）
に

通
知
）

※
申
し
込
み
は
１
人
１
ク
ラ
ス
で
す
。
事

前
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス
決
定

後
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

H
検
索　
小
平
市
国
際
交
流
協
会

問
合
せ　
小
平
市
国
際
交
流
協
会
（
〒
１８７

︱
０
０
４
５　
学
園
西
町
２
︱
１２
︱
２２
）

☎
０４２
（
３
４
２
）
４
４
８
８
、
Ainfo@

kifa-tokyo.jp

多
摩
六
都

　
　
科
学
館

★
★

★

▪
全
編
生
解
説
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　
未
来

人
が
見
る
（
か
も
し
れ
な
い
）
星
空

　
今
の
私
た
ち
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
で
も
未
来
の
人
々
が
見
る
（
か
も
し

れ
な
い
）
星
空
を
、
２
月
に
更
新
さ
れ
た

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
機
能
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
て
お
見
せ
し
ま
す
。

と　
き　
４
月
１１
日
（
日
）
ま
で

※
投
影
時
間
や
休
館
日
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費　
用　
観
覧
付
入
館
券
…
大
人
１
千
４０

円
、
小
人
４
百
２０
円

※
小
学
２
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
と
観

覧
し
て
く
だ
さ
い
。

定　
員　
百
１０
席

申
込
み　
当
日
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
多
摩
六
都
科
学
館

問
合
せ　
多
摩
六
都
科
学
館
☎
０
４
２

（
４
６
９
）
６
１
０
０

黙
と
う
に
ご
協
力
を

▪
東
京
都
平
和
の
日

　
都
で
は
、
東
京
大
空
襲
の
あ
っ
た
３
月

１０
日
を
「
東
京
都
平
和
の
日
」
と
定
め
、

式
典
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
式
典
で
は
、
戦
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
１
分
間

の
黙
と
う
を
実
施
し
ま
す
。
午
後
２
時
の

時
報
に
合
わ
せ
、
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま

す
。

▪
東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
　
年

　
３
月
１１
日
（
木
）
に
政
府
主
催
に
よ
り

実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震
災

十
周
年
追
悼
式
に
合
わ
せ
、
哀
悼
の
意
を

表
す
る
た
め
、
午
後
２
時
４６
分
か
ら
１
分

間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

〈
総
務
課
〉

▪
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
た
。
緊
急
時
の
駆

け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

▽
例　
ト
イ
レ
が
詰
ま
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
業
者
に
電
話
で
修

理
を
依
頼
し
た
。
慌
て
て
い
て
、
料
金

な
ど
は
電
話
で
確
認
し
な
か
っ
た
。
結

局
新
し
い
便
座
に
交
換
す
る
こ
と
に
な

り
、
作
業
終
了
時
に
２０
万
円
を
請
求
さ

れ
た
。
高
額
過
ぎ
る
と
思
う
。

▽
相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
起
き
る
と
、
焦
っ
て
冷
静
な
判
断
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ト
イ
レ

の
詰
ま
り
は
市
販
の
ラ
バ
ー
カ
ッ
プ
で

簡
単
に
直
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
修
理

業
者
を
呼
ぶ
前
に
一
度
試
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
ト
イ
レ
の
詰
ま
り
の
ほ
か
に

も
、
水
漏
れ
修
理
や
鍵
の
紛
失
、
害
虫

の
駆
除
な
ど
で
も
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
信
頼

で
き
る
業
者
の
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ

う
。
小
平
市
内
の
指
定
下
水
道
工
事
店

の
情
報
は
、
東
京
都
下
水
道
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
こ
だ
い
ら
市
民
便
利
帳
で

確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
行
政
庁
に
認

め
ら
れ
た
協
会
な
ど
の
情
報
も
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。
急
遽
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
チ
ラ
シ
の
広
告
で
見
つ
け
た
業

者
に
修
理
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

広
告
の
表
示
価
格
や
電
話
で
説
明
さ
れ

た
料
金
は
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
契
約
の
前

に
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
料
金
を
十
分
に

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
複
数
の

業
者
に
見
積
も
り
を
取
り
、
慎
重
に
業

者
を
選
ぶ
と
、
さ
ら
に
安
心
で
す
。
な

お
、
修
理
を
し
な
い
場
合
で
も
出
張
料

や
点
検
費
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
費
用
は
現
場
に
来
て
も
ら
う
前
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
業
者
に
契
約

を
急
か
さ
れ
て
も
、
一
旦
冷
静
に
な

り
、
サ
ー
ビ
ス
や
料
金
な
ど
に
納
得
で

き
な
い
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
と
契
約
を

断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
困
っ
た
と
き

は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▪
小
平
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

電
話
番
号　
０４２
（
３
４
６
）
９
５
５
０

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

令和 ３年度　英会話教室

クラス名 と　き 対象・内容 前期受講料
（１２回）

初級
木曜日
午後 １時１０分〜
２時４０分

英会話の勉強が始めての方または
何年も英語に触れていない方。英
語で話すことに慣れることから始
めます。

１９，２００円

初中級
月曜日
午後 ３時〜 ４時
３０分

簡単な英会話のできる方または英
会話教室に １・ ２年通った経験の
ある方。

１４，４００円

中級（水）
水曜日
午後 １時〜 ２時
３０分 英語で日常的なコミュニケーショ

ンのできる方または英会話教室に
３年以上通った経験のある方。

１４，４００円

中級（木）
木曜日
午前１０時３０分〜
正午

１４，４００円

中上級
木曜日
午後 ２時５０分〜
４時２０分

英語で日常的なコミュニケーショ
ンのできる方または英会話教室に
４年以上通った経験のある方。

１９，２００円

上級
木曜日
午後 １時〜 ２時
３０分

英語で自分の言いたいことを表現
できる方または海外での生活や英
語を使う業務についたことのある
方、英検準 １級程度。

１４，４００円

もう一度
英会話（水）
中級

水曜日
午後 ２時４０分〜
３時５５分

英語で日常的なコミュニケーショ
ンのできる方または英会話教室に
３年以上通った経験のある方。授
業はゆっくり進みます。６０歳以上
の方を優先。

１３，２００円

もう一度
英会話（木）
中上級

木曜日
午後 ２時４０分〜
３時５５分

英語で日常的なコミュニケーショ
ンのできる方または英会話教室に
４年以上通った経験のある方。授
業はゆっくり進みます。６０歳以上
の方を優先。

１３，２００円

夜間初級
月曜日
午後 ７時３０分〜
９時

英会話の勉強が始めての方、また
は何年も英語に触れていない方。
英語で話すことに慣れることから
始めます。

１４，４００円

夜間中級
木曜日
午後 ７時３０分〜
９時

英語で日常的なコミュニケーショ
ンのできる方、または英会話教室
に ３年以上通った経験のある方。

１４，４００円

※前期は ４ 〜 ７ 月の１２回です。各クラスとも後期（ ９月〜令和 ４年 ３ 月の２２
回）に続きます。ほかに賛助会費（２，０００円）とテキスト代（約３，０００円）が
必要です。



　
幼
稚
園
や
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
対

象
の
認
可
外
保
育
施
設
（
事
業
）（
以
下

対
象
施
設
）
を
利
用
す
る
方
が
、
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
の
対
象
と
な
る
た
め
に

は
、
施
設
等
利
用
給
付
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
対
象
施
設
を
利
用

す
る
方
で
、
３
歳
児
ク
ラ
ス
（
４
月
１
日

現
在
の
満
年
齢
）
以
降
の
方
や
、
０
歳
〜

２
歳
児
ク
ラ
ス
の
非
課
税
世
帯
で
保
育
の

要
件
が
あ
る
方
は
、
対
象
施
設
の
利
用
開

始
前
ま
で
に
認
定
の
申
請
手
続
き
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
す
で
に
対
象
施
設
を
利
用

し
、
必
要
な
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
場
合

は
、速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
方
法
は
、
利
用
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
有

効
期
間
内
の
施
設
等
利
用
給
付
認
定
を
お

持
ち
の
場
合
は
、
申
請
は
不
要
で
す
。

問
合
せ　
保
育
課
☎
０４２
（
３
４
６
）
９
６

０
１小

学
校
入
学
の
児
童
に

子◯
医
療
証
を
発
送

　
現
在
、
乳◯
医
療
証
を
お
持
ち
で
、
４
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
に
、
４
月
か

ら
使
用
で
き
る
子◯
医
療
証
を
３
月
下
旬
に

発
送
し
ま
す
。
新
た
に
申
請
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※
子◯
医
療
証
制
度
に
は
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
対
象
外
の
方
に
は
、
３
月
下
旬

に
通
知
し
ま
す
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
４
４

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養

成

講

座

　
学
校
や
学
年
の
違
う
仲
間
と
楽
し
み
な

が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
野
外
活
動
な

ど
を
体
験
し
ま
す
。
集
団
行
動
を
通
じ
て

協
調
性
や
責
任
感
を
身
に
付
け
、
地
域
で

活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
程　
別
表
の
と
お
り

※
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費　
用　
３
千
円

対　
象　
市
内
在
住
で
健
康
な
小
学
５

年
・
６
年
生
（
令
和
３
年
４
月
現
在
）

定　
員　
２０
人
程
度

申
込
み　
３
月
１２
日（
金
）ま
で（
必
着
）

に
、
往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
の
往
信

用
裏
面
に
「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
学
校
名
、
学
年
（
令

和
３
年
４
月
現
在
）、
性
別
、
電
話
番
号

を
、
返
信
用
表
面
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
学
年
・
男
女
別
に
抽
選
し
、
結
果

を
全
員
に
通
知
）

※
保
護
者
の
方
は
、
開
講
式
当
日
に
開
催

す
る
保
護
者
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
（
〒
１８７
︱
８

７
０
１　
小
平
市
役
所
）☎
０４２（
３
４
６
）

９
８
３
４

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
交
流
会

図
書
館

　
図
書
館
の
利
用
に
障
が
い
の
あ
る
方

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
図
書
館
、
小
平
図
書
館
友
の
会
な

ど
が
集
ま
り
、
交
流
し
ま
す
。

と　
き　
３
月
１７
日
（
水
）　
午
前
１０
時

３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館
３
階
視
聴
覚
室

対　
象　
図
書
館
の
利
用
に
障
が
い
の
あ

る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
の
あ
る
方　

定　
員　
２０
人

申
込
み　
中
央
図
書
館
へ
（
先
着
順
）
☎

０４２
（
３
４
５
）
１
２
４
６

参
加
者
を
募
集

け
や
き
青
年
教
室

　
軽
度
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
青
年
を
対

象
に
、
野
外
活
動
、
料
理
、
音
楽
、
遠
足

な
ど
で
交
流
し
ま
す
。
友
達
を
作
り
、
一

緒
に
学
び
合
い
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
４
月
〜
令
和
４
年
３
月
の
土
曜

ま
た
は
日
曜
日　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

※
年
１６
回
程
度
。
活
動
内
容
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
ほ
か

費　
用　
年
４
百
円

対　
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
で
軽
度
の
知
的
障
が
い
の
あ

る
１６
〜
３０
歳
で
、
一
人
で
公
民
館
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
る
方
（
特
別
支
援
学
校
に

在
学
の
方
を
除
く
）

▽
令
和
２
年
度
の
受
講
者

定　
員　
５０
人

申
込
み　
３
月
１９
日
（
金
）
ま
で
に
、
講

座
名
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
、
愛
の
手
帳
度
数
を
問
合
せ
先

へ
（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

問
合
せ　
中
央
公
民
館
☎
０４２
（
３
４
１
）

０
８
６
１
、
Akominkan-koza@city.

kodaira.lg.jp

ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ
い
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
参
加
事
業

親
子
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

▪
子
ど
も
と
一
緒
に
来
店
す
る
と
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る　
土
曜
サ
ー
ビ
ス
デ
イ

　
市
内
５
店
舗
で
は
、
小
・
中
学
生
の
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
来
店
し
た
家
族
に
割
引

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

店
頭
の
黄
色
い
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
。

「
家
族
で
来
店
し
た
」
と
店
の
人
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

▪
参
加
店
を
募
集

　
土
曜
サ
ー
ビ
ス
デ
イ
参
加
店
と
し
て
、

小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
連
れ
の
家
族
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
お
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
参
加
店
は
、
小
平
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
学
習
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
７
４

ギ
ャ
ラ
リ
ー
案
内

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
０４２
（
３
４
１
）
０
８
６
１

▪
創
美
会
展　
３
月
１６
日
（
火
）
〜

２１
日
（
日
）
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

３０
分
（
１６
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
２１

日
は
午
後
４
時
ま
で
）
☎
楯
０４２
（
３

３
２
）
３
２
８
７

ジュニアリーダー養成講座日程（予定）
日　程 内　容

４ 月１１日（日）
ルネこだいら中ホール 開講式

５ 月２３日（日）
子どもキャンプ場

デイキャンプ
１（テントの張
り方）

６ 月２７日（日）
子どもキャンプ場

デイキャンプ
２ （薪割り実
践など）

９ 月 ４ 日（土）・５日（日）
子どもキャンプ場

１ 泊キャンプ
（野外炊飯の
仕方、テント
の張り方）

１１月１４日（日）
中央公民館・市内

小平市を歩く
（ウォークラ
リー）

１２月１２日（日）
中央公民館

クリスマスに
向けて

令和 ４ 年 １ 月２３日（日）
小平元気村おがわ東

みんなでやっ
てみよう（内
容は未定）

３ 月 ６ 日（日）
小平元気村おがわ東 閉講式

※ ９ 月 ４ 日・ ５ 日が雨天の場合、１８日・１９日
に延期。

土曜サービスデイ参加店

参加店名
所在地 サービス内容 サービスデイ

清水理容室（理容店）
美園町 １ −２７−１４ １０％割引 毎営業日

昭栄製綿工場（寝具）
上水南町 ２ −１５−１３

特別値引（割引率は
商品によります） 第２土曜日

鈴木園（日本茶・コダ
イラブランド和洋菓
子）
仲町５２２

鈴木園ポイント ２ 倍 土曜日

野村屋（米穀・雑穀）
上水南町 ２ −２３−１７

一部銘柄（ ５ ㌔㌘）
のお持ち帰りの場合
２００円引き

土曜日

豊梢園（盆栽）
上水南町 ２ −１５−４０ 粗品進呈 第 ２ 土曜日

利用登録説明会
ファミリー・サポート・センター

小平市ファミリー・サポート・センターでは、生後57日から小学校６年生
までのお子さんの子育てのお手伝いをしています。利用には、利用登録説明
会で会員登録をしてください。

◆説明会
日　程　▷小平元気村おがわ東…４月15日（木）・21日（水）、５月10日（月）・
24日（月）、６月11日（金）・30日（水）
▷福祉会館…４月10日（土）、５月15日（土）、６月19日（土）
※各回同じ内容で、午前10時から２時間程度です。
定　員　▷小平元気村おがわ東…各５人
▷福祉会館…各７人
持ち物　筆記用具、印鑑
申込み　各回の前日までに、電話で小平市ファミリー・サポート・センター
へ（先着順）☎042（348）1780

④利用料の支払い

③援助活動

②活動依頼①援助依頼

提供会員
（育児を手伝いたい人）

利用会員
（育児を手伝ってほしい人）

ファミリー・サポート・センター

こんなお手伝いをしています
▷保育施設までの送り迎え
▷保育施設終了後の預かり
▷冠婚葬祭や買い物などのときの預かり
▷お母さんがリフレッシュしたいとき　など
※詳しくは、小平市ホームページ（右図ＱＲコードから
アクセス）をご覧ください。

幼
稚
園
や
幼
児
教
育
保
育
無
償
化
対
象
の

認
可
外
保
育
施
設
（
事
業
）
を
利
用
す
る
方

申
請
は
お
済
み
で
す
か
施
設
等
利
用
給
付
認
定

ファミリー・
サポート・センター

令和３（２０２１）.3.55
市報こだいらへのご意見・ご感想のアンケートは、右図のQRコー
ドまたは小平市ホームページから回答できます。
ご意見などを参考にして、よい良い紙面づくりに努めていきます。

小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

公民館の講座・イベント

土曜子ども映画会　遊んでおぼえる学習ＤＶＤ　ＡＢＣ、プルート　定員１５人　先着順
d ３ 月１３日（土）　午前１０時から
m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１
金曜市民劇場　古都　定員３０人　先着順
d ３ 月１９日（金）　午後 ７ 時から
n 捨て子の千恵子は、呉服問屋に拾われ一人娘として不自由なく育てられた。祇園祭の夜、
自分とそっくりの娘に声をかけられ、双子の姉妹であることを知らされる。京の町並みと
北山杉を背景に展開する姉妹の運命　原作・川端康成
m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１
春休み子ども映画会　目をさませトラゴロウ、長靴をはいた猫　定員３０人　先着順
d ３ 月２６日（金）　午前１０時から
m 当日、中央公民館へ☎０４２（３４１）０８６１
健康づくり講座　遅すぎるなんてない、今日から始めるエイジングケア（全 ３回）　抽選
d ４ 月 ８ 日〜２２日の木曜日　午前１０時〜正午　s ５００円　t 市内在住・在学・在勤の方
n 見た目年齢マイナス１０歳、お家で出来る簡単なセルフケア方法を学ぶ（主に女性向け）
e 手鏡、ハンドタオル
k 中山せつこさん（ボディセラピスト）
m ３ 月１９日（金）まで（日曜・月曜日、祝日を除く）に、大沼公民館へ☎０４２（３４２）１８８８
※詳しくは、公民館のチラシや小平市ホームページをご覧ください。

d…日時　s…費用　t…対象　n…内容　e…持ち物　k…講師　m…申込期限と実施場所
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公共施設やイベントなど利用時のお願い▷新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用時はマスクの着用や、ごみの
持ち帰りなどにご協力ください。利用前には自宅で検温し、体調不良の方は利用を控えてください。また、氏名や連絡先
などの記入をお願いする場合があり、必要に応じて保健所などの公的機関に情報提供する場合があります。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。
　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

システムの改修作業のため、３月１４日（日）の終日、
証明書自動交付機による住民票、印鑑証明書、戸籍
証明書（戸籍全部事項証明書と戸籍個人事項証明
書）の交付を休止します。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
問合せ　市民課☎０４２（３４６）９８０５

市役所の混雑を避けるために、郵送でもできる手続きの
代表的なものを紹介します。

マイナンバーカードの申請が済み、交付通知書が届いている方はマイナンバーカードを受
け取れます。当日、カードの受け取り以外の手続きはできません。
※マイナンバーカードを受け取っていない方には、勧奨通知書を送付しています。通知書
に書かれた取り置き期限日を過ぎると、カードが廃棄されている場合があります。保管状
況は、問合せ先へご確認ください。
と　き　 ３月１４日（日）　午前 ９時〜午後 ４時
ところ　市民課（市役所 １階）
定　員　１０８人
申込み　 ３月１１日（木）までに、電話で問合せ先へ（先着順）
問合せ　小平市マイナンバーコールセンター☎０４２（３４６）９８４１

◆住民票の写し、戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）、戸籍個人事項証明書（戸籍抄本）
などの請求
請求書に手数料（定額小為替）と返信用封筒（あて先は本人の住民登録地とし、切手を貼
ったもの）、本人確認書類などのコピーを添えて郵送で請求できます。

◆転出届の提出
引っ越しの手続きのうち転出届に限り、郵送で提出できます。
請求書と返信用封筒（あて先は住民登録地または転出先とし、切手を貼ったもの）、本人
確認書類などのコピーを添えて郵送してください。

ー共　通ー
請求書は自分で作成したもののほか、小平市ホームページからダウンロー
ドもできます。請求する方によって必要書類が異なります。詳しくは、お
問い合わせください。
問合せ　市民課☎０４２（３４６）９８０４
※ほかにも、課税・非課税証明書など郵送でできる手続きがあります。
詳しくは、各手続きの担当までお問い合わせください。
小平市ホームページから、手続きの担当部署を調べることができます。

◆国民年金で可能な手続き
新型コロナウイルス感染症の影響で窓口での届出や申請が困難な場合、郵送でも受け付け
ています。届出や申請に必要な書類は 小平市ホームページからダウンロードできます。
▷国民年金第１号への加入届出
※会社を退職や雇用形態の変更による社会保険（厚生年金）の喪失、または配偶者の扶養
から外れた場合。
▷付加年金の申出
▷国民年金保険料の免除・猶予申請
▷国民年金保険料の学生納付特例申請
▷産前産後期間の免除に係る届け出（国民年金第１号加入者のみ）
▷年金手帳の再交付申請（国民年金第１号加入者のみ）
問合せ　保険年金課☎０４２（３４６）９５３１

◆国民年金手続きに必要な申請書の取り寄せ
ねんきん加入者ダイヤルでは、国民年金保険料の免除・納付猶予申請書や学生納付特例申
請書、口座振替納付（変更）申出書など、国民年金手続きの申請書を送付しています。
取り寄せには、基礎年金番号が必要です。
基礎年金番号は年金手帳などでご確認ください。
問合せ　ねんきん加入者ダイヤル☎０５７０（００３）００４

３月１４日（日）
証明書自動交付機を臨時休止

郵送でできる
手続き、証明書などの交付請求

３月２０日（土）は祝日のため
市役所（本庁）の土曜窓口はありません

３月１４日（日）
マイナンバーカードを受け取れる臨時交付窓口を開設

市民課

保険年金課

小平市
ホームページ
QRコード

小平市ホームページの窓口混雑予想では、市役所１階市民課、
東部・西部出張所の混雑予想を確認できます。

手続き内容や天候・時間帯などで混雑状況や待ち時間が大幅に
変わる場合があります。
また、曜日にかかわらず、午前１１時から午後３
時ごろまでは、混雑する傾向があるほか、大安
の日や、ぞろ目の日（３月３日など）は、婚姻
届などが多く、混雑する傾向があります。
混雑状況ごとの待ち時間の目安は、小平市ホー
ムページ（右図QRコードからアクセス）をご覧
ください。

発券から受付までの待ち時間

窓口混雑状況
ナビＱＲコード

市民課（市役所 １階）　 ３月の混雑予想

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

１日
大変混雑

２日
混雑

３日
混雑

４日
混雑

５日
混雑

６日
大変混雑

７日
休業日

８日
大変混雑

９日
混雑

１０日
混雑

１１日
混雑

１２日
混雑

１３日
大変混雑

１４日
休業日

１５日
大変混雑

１６日
混雑

１７日
混雑

１８日
混雑

１９日
混雑

２０日
休業日

２１日
休業日

２２日
大変混雑

２３日
混雑

２４日
混雑

２５日
混雑

２６日
混雑

２７日
大変混雑

２８日
休業日

２９日
大変混雑

３０日
混雑

３１日
大変混雑

受付カードのQRコードからも混
雑状況ナビにアクセスできます。
受付カードの発行後
は、ロビーで待つ必
要はありません。
交付呼び出し状況を
確認して、待ち時間
を有効にご活用くだ
さい。

市民課・保険年金課窓口

現在の待ち人数

市民課窓口

交付番号の呼出状況

小平市ホームページの窓口混雑状況ナビでは、スマートフォンやタブレット
端末、パソコンなどで市民課・保険年金課の手続きを待っている人数や待ち
時間、市民課での証明書などの交付呼出状況などを確認できます。

小平市ホームページのトップページのおすすめ
ページの一覧からアクセスできます。

スマートフォンなどで
市民課・保険年金課の待ち時間や人数を確認
窓口混雑状況ナビ

窓口の混雑予想を確認

スマートフォンからアクセス

パソコンからアクセス

窓口混雑予想
カレンダーＱＲ
コード

３ 月・４月は引っ越しのシーズン

市民課・出張所の
窓口が大変混雑します

主な届け出の種類
届け出に必要なもの

転入届
（市外から市内への
引っ越し、転入した
日から１４日以内）

本人確認書類、転出証明書（外国から転入の方はパスポートと戸籍全部
事項証明書・附票）、マイナンバーカード（お持ちの方）、住民基本台帳
カード（お持ちの方）、介護保険受給資格証明書（お持ちの方）、在留カ
ードまたは特別永住者証明書（外国籍の方）

転出届
（市内から市外への
引っ越し）

本人確認書類、印鑑登録証・こだいら市民カード（登録者）、国民健康保
険被保険者証、後期高齢者医療被保険者証または介護保険被保険者証（そ
れぞれお持ちの方）、乳幼児医療証（お持ちの方）、義務教育就学児医療
証（お持ちの方）

転居届
（市内での引っ越
し、住所を移した日
から１４日以内）

本人確認書類、マイナンバーカード（お持ちの方）、住民基本台帳カー
ド（お持ちの方）、国民健康保険被保険者証・後期高齢者医療被保険者
証または介護保険被保険者証（それぞれお持ちの方）、乳幼児医療証（お
持ちの方）、義務教育就学児医療証（お持ちの方）、在留カードまたは特
別永住者証明書（外国籍の方）

世帯変更届
本人確認書類、国民健康保険被保険者証・後期高齢者医療被保険者証ま
たは介護保険被保険者証（それぞれお持ちの方）、乳幼児医療証（お持
ちの方）、義務教育就学児医療証（お持ちの方）

転勤や就職、進学の季節を迎えると、引っ越しなどの手続きや証明書の発行が増えて、窓口が大変
混み合います。特に、学校が休みの期間や月曜日、休日の翌日などは混み合い、お待たせする時間
が長くなります。ご理解とご協力をお願いします。
問合せ　市民課☎０４２（３４６）９８０４

市民課、東部・西部出張所の窓口受付の流れ

申請書を記入 番号発券機で
番号札を引く

番号が呼ばれたら
窓口へ

番号札、申請書、
本人確認書類を提示

東部・西部出張所、動く市役所で取り扱う主な業務
内　容

住民登録 転入届、転出届、転居届
戸籍届出 出生届、婚姻届、転籍届
印　　鑑 印鑑登録申請、廃止申請
税　　務 市・都民税の申告

納税・納入 市税、国民健康保険税、後期高齢者医療保
険料、介護保険料

国民健康保険 資格取得・喪失届
後期高齢者医療 後期高齢者医療に関する諸届

国民年金 資格取得・喪失届、保険料免除申請、学生
納付特例申請

児　　童 児童手当認定請求、医療証の申請

各種証明書
住民票の写し、●戸籍全部・個人事項証明
書、印鑑登録証明書、課税証明書・非課税
証明書、●固定資産税関係証明書、●納税
証明書

※上表の●は、動く市役所では電話予約で受け付けています。

動く市役所の巡回日程
　　　　時間
曜日 午前 ９時３０分〜１１時 午後 ２時〜 ３時３０分

月 鈴木地域センター 中島地域センター
火 小川公民館
水 上水南公民館 大沼地域センター
木 小川公民館 中島地域センター
金 上水南公民館 大沼地域センター

※祝日・休日、年末年始（１２月２９日〜 １月 ３日）は休みです。

証明書自動交付機の設置場所・利用時間
設置場所 利用時間

市役所
東部・西部出張所
市民総合体育館

月曜〜金曜日　午前 ８時３０分〜午後 ８時
土曜日　午前 ８時３０分〜午後 ５時
日曜日、祝日、休日　午前 ９時〜午後 ５時

大沼公民館・図書館 月曜〜土曜日　午前 ８時３０分〜午後 ５時
日曜日、祝日、休日　午前 ９時〜午後 ５時

ルネこだいら
小川町一丁目地域セン
ター・児童館

月曜〜金曜日　午前 ９時〜午後 ８時
土曜・日曜日、祝日、休日　午前 ９時〜午後 ５時

※年末年始、各施設の休館日は利用できません。
※市民総合体育館は第 １月曜日（休日にあたる場合はその翌日）、ルネこ
だいらは第 ４月曜日とその翌日、小川町一丁目地域センター・児童館は
第 １・第 ３火曜日（休日にあたる場合はその翌日）が休館日です。

※ルネこだいら、小川町一丁目地域センター・児童館には、駐車場があり
ません。

手続きの際は本人確認書類が必要です。
運転免許証やマイナンバーカード、住民
基本台帳カードなどを持参してくださ
い。
代理の方が手続きを行う場合は、委任状
（本人自筆）も必要です。
※証明書の手数料などの支払いには、
PASMO（パスモ）・Suica（スイカ）など
の交通系ICカードも利用できます（動く
市役所、証明書自動交付機を除く）。

◆市役所１階市民課
受付時間　▷月曜〜金曜日…午前８時３０分〜午後５時
▷土曜日…午前８時３０分〜午後０時１５分

◆東部出張所、西部出張所
転入、転出の届け出などの市民課業務をはじめ、国民
健康保険など、さまざまな業務を取り扱っています。
受付時間　月曜〜金曜日…午前 ８時３０分〜午後 ５時
問合せ　東部出張所☎０４２（４６７）１２１１、
西部出張所☎０４２（３４３）１２１１

◆動く市役所
動く市役所は、市役所や出張所から離れた地域 ５か所
を巡回する移動窓口です。取り扱い業務は出張所とほ
ぼ同じです。
※一部、即日処理できない業務があります。
▷即日交付できる証明書…住民票の写し、印鑑登録証
明書、市・都民税課税・非課税証明書
▷電話予約で受け付ける証明書…戸籍関係証明書（小
平市に本籍がある方からの請求に限る）、固定資産税
関係証明書、納税証明書ほか
※各種証明書の請求には、運転免許証、パスポート、
マイナンバーカード、住民基本台帳カード（顔写真付
き）、保険証、医療証などの本人確認書類が必要です。
代理人や別世帯の方が申請する場合は、委任状が必要
です。
※印鑑登録証明書の請求には、印鑑登録証（こだいら
市民カード）が必要です。
問合せ　市民課☎０４２（３４６）９５２０

◆証明書自動交付機
証明書自動交付機を利用して、休日や夜間（一部を除
く）でも証明書が取得できます。
証明書の種類　住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍
全部・個人事項証明書（小平市に本籍がある方に限る）
※暗証番号を登録したこだいら市民カード、マイナン
バーカードまたは住民基本台帳カードが必要です（マ
イナンバーカードまたは住民基本台帳カードで利用す
る場合には、別途、利用登録手続きが必要）。
※２，０００円・５，０００円・ １ 万円札は利用できません。 
１，０００円札、小銭をご用意ください。

本人確認書類の持参を

市民課窓口

◆小平市ホームページから申込書をダウンロードできます
自宅のパソコンで戸籍、住民票などの申込書をダウンロードできます。
あらかじめ用意すると、市役所などでの待ち時間を短縮できます。
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格闘技の動きを取り入れた運動で、健康な体づくり
をしませんか。
と　き　４月１９日〜７月２６日の月曜日
（５月３日、６月７日、７月５日を除く）
①午後５時〜５時４５分、
②午後６時〜６時４５分　各全１２回
ところ　市民総合体育館
費　用　６,０００円　対　象　１６歳以上の方
定　員　各３０人
※運動のできる服装で、室内用運動靴、タオル、飲み物を持参。
申込み　３月５日（金）の午前１０時から１５日（月）まで（必着）に、ホーム
ページまたはファクシミリに教室名、ボクシングエクササイズの経験の有
無、希望時間（①・②）、住所、氏名、電話番号、年齢、性別を記入のうえ、
問合せ先へ（電話可、申込み多数の場合は抽選し、結果を全員に通知）
H検索　小平市体育協会
問合せ　小平市体育協会☎０４２（３４９）１３５０、FAX０４２（３４９）１３５１

ボクシングエクササイズ教室
深呼吸をしながらゆっくりと体を動かす、
体にやさしい運動教室です。
と　き　４月２３日〜７月３０日の金曜日
（７月２３日を除く）　①午前９時〜１０時、
②午前１０時１０分〜１１時１０分、③午前１１
時２０分〜午後０時２０分　各全１４回
※③は初心者向け。
ところ　市民総合体育館
費　用　７,０００円　対　象　１６歳以上の方　定　員　各３０人
※運動のできる服装で、ヨガマットまたはバスタオル、細長いタオル、
飲み物を持参。
申込み　３月５日（金）の午前１０時から１５日（月）まで（必着）に、ホー
ムページまたはファクシミリに教室名、ピラティスの経験の有無、希望
時間（①〜③）、住所、氏名、電話番号、年齢、性別を記入のうえ、問
合せ先へ（電話可、申込み多数の場合は抽選し、結果を全員に通知）
H検索　小平市体育協会
問合せ　小平市体育協会☎０４２（３４９）１３５０、FAX０４２（３４９）１３５１

やさしいピラティス教室

心と体をリフレッシュして、健康づくりをしませんか。
と　き　４月１３日〜７月２７日の火曜日（５月４日、６月８日を除く）
①午後２時〜３時、②午後３時１５分〜４時１５分　各全１４回
ところ　市民総合体育館
費　用　７,０００円　対　象　１６歳以上の方
定　員　各３０人
※運動のできる服装で、ヨガマットまたはバスタオル、タオル、飲み物
を持参。
申込み　３月５日（金）の午前１０時から１５日（月）まで（必着）に、ホー
ムページまたはファクシミリに教室名、ヨガの経験の有無、希望時間
（①・②）、住所、氏名、電話番号、年齢、性別を記入のうえ、問合せ
先へ（電話可、申込み多数の場合は抽選し、結果を全員に通知）
H検索　小平市体育協会
問合せ　小平市体育協会☎０４２（３４９）１３５０、FAX０４２（３４９）１３５１

◆テレビ会議システム（ズーム）を使ってみよう　超初心者向け講座
テレビ会議システム（ズーム）を使って市民活動ができるよう、ズーム
を初めて使う方や、操作に不慣れな方向けの講座です。講座は、ズーム
で行います。
と　き　①基礎編…３月２１日（日）、②応用編…３月２8日（日）
※いずれも午後１時３０分から３時３０分まで。
対　象　自分のパソコンと電子メールアドレスを持っている方
※当日、あすぴあ会議室での講座を見学できます（電子メールアドレス
を持っていない方も可）。詳しくは、お問い合わせください。
定　員　各２０人
※あすぴあ会議室での見学は各５人。
申込み　３月５日（金）から１５日（月）までに、電子メールで参加講座
（①・②）、氏名、電子メールアドレス、当日連絡用の電話番号を入力
のうえ、問合せ先へ（先着順）
※希望する方には、あすぴあ会議室でズームのインストール作業を含め
た事前相談ができます。

問合せ　小平市民活動支援センターあすぴあ☎０４２（３４8）２１０４、
FAX０４２（３４8）２１１５、Ainfo@kodaira-shiminkatsudo-ctr.jp

◆利用者懇談会
あすぴあは、社会貢献活動や市民活動をする団体、興味のある個人を支
援する施設で、開設１０周年を迎えました。懇談会では、あすぴあを今
まで以上に利用しやすくするために、意見を伺います。これから市民活
動などを始めたいと考えている人も、ぜひご参加ください。
と　き　３月３０日（火）　午前１０時〜１１時３０分
ところ　①テレビ会議システム（ズーム）、②あすぴあ会議室
定　員　①１０人、②５人
申込み　３月２５日（木）まで
に、①は電子メールに氏名、
当日連絡がとれる電話番号を
入力のうえ問合せ先へ（先着
順）、②は問合せ先へ（電話・
ファクシミリ・電子メール
可、先着順）

脳トレをしながら深呼吸やストレッチなどで、楽しく身体を動かします。
と　き　４月１５日〜７月２９日の木曜日（４月２９日、５月６日、７月 
２２日を除く）　午前１０時〜１１時　全１３回
ところ　市民総合体育館
費　用　６,５００円　対　象　６０歳以上の方
定　員　３０人
※運動のできる服装で、ヨガマットまたはバスタオル、細長いタオル、汗
拭きタオル、飲み物を持参。
申込み　３月５日（金）の午前１０時から１５日（月）まで（必着）に、ホーム
ページまたはファクシミリに教室名、シニア健康体操の経験の有無、住所、
氏名、電話番号、年齢、性別を記入のうえ、問合せ先へ（電話可、申込み
多数の場合は抽選し、結果を全員に通知）
H検索　小平市体育協会
問合せ　小平市体育協会☎０４２（３４９）１３５０、FAX０４２（３４９）１３５１

やさしいヨガ教室

あすぴあ

シニア健康体操教室

鈴木遺跡が日本の後期旧石器時代を代表する遺跡として、国史跡に指定さ
れることになりました。
これを記念して、鈴木遺跡のこれまでの調査の様子や出土資料のほか、黒
曜石の推定産地など、国指定史跡化のための取り組みで新たに明らかにな
った遺跡の姿を写真パネルで紹介します。
※解説用のリーフレットを文化スポーツ課（市役所１階）で配布します。
と　き　３月９日（火）〜１９日（金）　午前１０時〜午後４時
ところ　市役所１階ロビー
問合せ　文化スポーツ課☎０４２（３４６）９５０１

いざという時に慌てないために、相続や遺言について学びませんか。
講義の後、弁護士に個別で相談（１組２０分以内、定員１２組）もできます。
と　き　３月２５日（木）　午後１時〜３時３０分
ところ　中央公民館講座室２
対　象　市内在住・在勤・在学の方　定　員　３０人
申込み　３月８日（月）から、市民課へ（電話可、先着順）☎０４２（３４６）９５０8

いつまでも自分らしく生きて、もしものとき家族に迷惑をかけないため
に、終活を考えませんか。何から手をつけたらよいかわからないという終
活初心者向けの内容です。
と　き　３月１8日（木）　午後１時３０分〜３時３０分　１時１５分開場
ところ　中央公民館ホール
対　象　市内在住、在学、在勤の方
定　員　４０人
内　容　終活について、エンディングノートの書き方ほか
申込み　３月５日（金）から、市民課へ（電話可、先着順）☎０４２（３４６）９６０７

国史跡指定記念
パネル展　鈴木遺跡の調査とその成果

知って安心
弁護士に学ぶ相続と遺言のポイント

講座
終活のはじめの一歩



ご利用ください  市民無料相談  市民課市民相談担当
相　談　名 担　当　者 相　談　日 相談時間など

法 律 相 談 弁 護 士 ３月１８日（木）・２６日（金） ・相談時間（予約制）
　午後 １ 時３０分～ ４ 時３０分
（ １回３０分以内）

・対象
　市内在住・在勤・在学の方

・申込み（電話可、先着順）
　 ３月 ８日（月）から
　午前 ８時３０分～午後 ５時
　（相談日当日は正午まで。
土曜・日曜日、祝日を除
く）

　☎０４２（３４６）９５０８
　※各相談についておひとり
１年度 3回までです。

税 務 相 談 税 理 士 ３月２２日（月）

交 通 事 故 相 談 弁 護 士
（交通事故専門） ３月１６日（火）

相続・暮らしの
手 続 相 談 行 政 書 士 −

登 記 ・
成年後見相談

司 法 書 士 ３月２４日（水）
土地家屋調査士 −

住宅・不動産相談 宅地建物取引士等 ３月２３日（火）
年金・労務相談 社会保険労務士 −
行 政 相 談 行 政 相 談 委 員 ３月１９日（金）
人権・身の上相談 人 権 擁 護 委 員 −
家 庭 相 談 家 庭 相 談 員 ３月１５日（月）
市 民 相 談
（ 市 政 な ど ） 市 職 員 月曜～金曜日（祝日を除く） 午前 ８時３０分～午後 ５時

☎０４２（３４６）９５０８

消 費 生 活 相 談 消費生活相談員 月曜～金曜日（祝日を除く）
※電話でご相談ください。

午前 ９時～正午、午後 １時～ ４時
☎０４２（３４６）９５５０

スポーツイベントスポーツイベント
市民総合体育館（〒１87－0025　津田町一丁目 １番 １号）☎042（343）１6１１ ※体育館…市民総合体育館。種目の内容など、詳しくは大会要項をご覧いただくか、

各問合せ先へ。大会要項は体育協会（市民総合体育館内）にあります。

弓道初心者教室（小平市弓道連盟）
d   4月3日〜27日の火曜・土曜日　午後1時55分〜4時25分　全8回
　   4月2日〜30日（4月5日を除く）の　月曜・金曜日　午後7時5分

〜9時35分　全8回
　  ※3月の練習日（月曜・金曜・土曜日で時間と場所は4月と同じ）に

見学できます。
b   体育館弓道場　s   各2,000円
t   市内在住・在勤でおおむね60歳代までの方
c   各5人　n   弓道の初歩指導
m   3月5日（金）から23日（火）までに、問合せ先へ（先着順）
i   桜田☎042（344）0466（平日午後7時〜9時）
軽体操長期教室（ストレッチ教室）（小平市婦人軽体操連盟）
d   4月1日〜9月30日の木曜日（8月を除く）　午前9時30分〜10時

15分または午前10時30分〜11時15分
　  ※教室の時間帯は、回ごとに交代して実施。
b   体育館　s   月700円
t   市内在住・在勤で、この教室を初めて受ける方　c   20人
m   3月15日（月）まで（必着）に、往復はがき往信用裏面に住所、氏名、

年齢、性別、電話番号を返信用表面に住所、氏名を記入のうえ、「スト
レッチ教室」係（住所は上記体育館と同じ）へ送付（申込み多数の場
合は抽選）

i   中井☎042（343）2883

学校体育館スポーツ個人開放中止日
3月は全校で個人開放を中止しています。
問合せ　文化スポーツ課☎042（346）９612

審判講習会（小平市軟式野球連盟）
d   3月21日（日）　午前9時30分〜午後2時
　  ※集合は午前9時15分まで。
b   萩山公園グラウンド
t   18歳以上で軟式野球の審判の活動に興味のある方、生涯スポーツを通

じた地域活動に興味のある方
n   ルール解説、審判技術の説明、実体験講習
　  ※運動のできる服装でお越しください。
m   3月5日（金）から1９日（金）の午後5時までに、電子メールで住所、氏

名、連絡先を問合せ先へ
i   小平市軟式野球連盟☎080（34９3）4281、Ak_rbbl＠yahoo.co.jp
春季バスケットボール大会（小平市バスケットボール協会）
d   4月11日・18日の日曜日、4月2９日（木・祝）　午前8時45分〜午後

8時30分
b   体育館
s   参加費7,000円、年間登録料1,000円（代表者会議で集金）
t   市内在住・在勤の16歳以上で構成したチーム
f   一般男子、女子
g   3月17日（水）午後7時15分から、体育館
m   3月16日（火）の午後5時までに、体育館へ
i   宇野☎0９0（９104）1９6９
ソフトテニス小学生長期教室（小平市ソフトテニス連盟）
d   4月17日〜令和4年3月26日の土曜日（休講日あり）　午前11時〜午

後1時
b   天神テニスコート　s   年8,000円
t   市内在住・在学の小学4年〜6年生　c   10人
n   基本技術から試合方法までの習得
m   3月6日（土）の午前9時から、電話で問合せ先へ（先着順）
i   大隈☎042（345）0156

d…日時　b…場所　s…費用　t…対象　c…定員　n…内容
f…種目　g…代表者会議　m…申込み　i…問合せ先

イベント名 と　き ところ 費　用 申込み・問合せ 備　考
春休み子ども手話体験教室（小平手話サ） ３ 月２１日（日）午後 １時３０分～ ２時３０分 福祉会館 ３階第 １集会室 １００円 古川☎・FAX０４２（３４５）１７０８ 小学生以上、大人のみの参加も可

団体名 活動日 ところ 会　費 申込み・問合せ 備　考
多摩ハイキング同好会 平日の月 ６～ ８回 都近県の山・渓谷・名所・見所 年４,０００円 安倍☎０４２（４５８）１４９９ 入会金無、４月から、ＨＰあり
高齢者社交ダンス　小平シニア会 火曜日午後 １時～ ４時 福祉会館 ５階市民ホール 月２,０００円 浅野☎０４２（３４２）４６１６ 説明会 ４月２０日午後 １時福祉会館
60歳からのそろばん右脳いきいき 第 １・３金曜日午前１０時～正午 中央公民館 月３００円 佐々木☎０４２（３２３）０１４８ ４ 月 ２ 日から　数字による脳トレ
音楽に合わせて 3Ｂ体操 水曜日午前 ９時３０分～１１時 市民総合体育館 月３,０００円 柴田☎０９０（８５６０）４４４５ 無料体験有、６０歳以上女性対象
陶芸　Blue　Forever　Club 第 １・３水曜日午後 １時～ ５時 なかまちテラス 月２,０００円 石川☎０４２（３４１）２８０６ 初心者可、講師・無料体験あり
ストレッチ親睦会 第 １～ ３金曜日午後 なかまちテラス １回１,０００円 小川☎０４２（３０８）９１１０ 初心者可、ストレッチが楽しめます
バレエベーシック倶楽部Ｂ＆Ｓ 月 ２回日曜日午前１０時～１１時３０分 鈴木公民館 月２,０００円 小林☎０８０（５０５０）９５８０ １００歳までエクササイズ
トールペイント　マーガレットの会 第 ２・４木曜日午前 ９時３０分～正午 花小金井南公民館 月２,０００円 大島☎０４２(３８６)１１３９ 材料費別、初心者可
水彩画　虹のアトリエ会 第 １・３日曜日午後 １時～ ４時３０分 中央公民館 月２,０００円 髙橋☎０８０(２３８４)４９４３ 初心者可、安心して楽しめます

募

集

掲載希望団体は秘書広報課、公民館利用団体は各公民館へ　▷政治、宗教、営利不可　▷先着順で受付　▷添削あり　▷掲載後の責任は負いかねます　秘書広報課☎042（346）９505

催集
しい

ミ

報

ニ
情

小平市ホームページでは、新型コロナウイルス感染症に関する情
報を掲載しています。市報こだいらなどに掲載したイベントや講
座、会議などや、公共施設の開館状況などは、変更・中止・延期
になる場合があります。小平市ホームページから最新の情報をご
確認ください。情報は、随時更新します。

▷体調不良の方は、利用を控えてください
▷自宅で検温のうえお越しください
▷飛沫感染防止のため、マスクを持参し、着用してください
※運動中のマスク着用は、自身で判断してください。
※休憩中や会話の際など、運動していない時はマスクの着用にご協力ください。
▷利用中は、部屋を常に換気するか、1時間ごとに5分程度の換気をお願いします
▷一度お手に取った館内のチラシなどは元の場所に戻さず、お持ち帰りください
▷ごみは、各自お持ち帰りください

小平市
ホームページ

新型コロナウイルス感染症の情報は小平市ホームページで確認を

市内公共施設やイベントなど利用時のお願い

新型コロナウイルス感染症の相談先

新型コロナコールセンターへ電話またはファクシミリで相談してください。
午前9時から午後10時まで受け付けています。
▷新型コロナコールセンター☎0570（550571）
FAX03（5388）13９6

◆感染しているのではないかと不安、感染予防法が知りたい

症状（発熱、せき、のどの痛み、味覚・嗅覚異常、全身のけん怠感、頭
痛、息苦しさなど）がある場合は、かかりつけ医など地域の医療機関へ
電話で相談してください。
かかりつけ医など地域の医療機関が見つからない場合は、東京都発熱相
談センターへ電話で相談してください。
24時間受け付けています。
▷東京都発熱相談センター☎03（5320）45９2

◆発熱などの症状がある方

令和３（２０２１）.3.5９

小平市ホームページ　https://www.city.kodaira.tokyo.jp　　　QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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小平が目指す12年後の将来像

つながり、共に創るまち　こだいら
市では、令和３（２0２1）年度から令和1４（２0３２）年度までのまちづくりの指針
となる、小平市第四次長期総合計画を策定しました。
この計画は、小平が目指す、1２年後のまちの姿（将来像）を定めた計画で、
将来にわたって持続可能な社会を構築し、より魅力的なまちをつくるため、何
を大切にして、どんなことに取り組んでいくのかを示しています。
問合せ　政策課☎0４２（３４６）９５0３

将来像「みどりゆたかな住宅都市をめざして」
主に小・中学校をはじめとする多くの公共施設が整備されました。
この間の人口は、1３0，７８0人（1９７0年1月現在）から1５３，11８人 
（1９８５年1月現在）へと約1７％増加しました。

1９５５年から７５年ごろの時代、工場の進出や団地
の建設などで人口が10万人以上も増えました。
そのため、給水・下水処理、学校建設、道路整備
など、急ピッチでインフラ整備が進められました。

小
平
市
の
あ
ゆ
み

　
第
四
次
長
期
総
合
計
画
が
始
ま
る
現

在
、
日
本
社
会
全
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、経
済
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、気
候
変
動
、

人
口
構
造
な
ど
大
き
な
転
換
に
向
け
た
流

れ
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
な
拡
大
が
社
会
生
活

や
経
済
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
危
機
は
社
会
全

体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
変
革
を
加
速
す

る
機
会
と
な
り
、
新
た
な
時
代
を
見
据
え

た
働
き
方
や
暮
ら
し
方
へ
の
対
応
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
平
市
で
も
、
大
き
な
変
化
の
流
れ
に

対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

▪
人
口
減
少
、
人
口
構
成
の
変
化

　
現
在
、
小
平
市
の
人
口
は
微
増
し
て
い

ま
す
が
、
２
０
２
５
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

に
転
じ
、
市
制
施
行
百
周
年
を
迎
え
る
２

０
６
０
年
代
に
は
、
１４
万
人
台
ま
で
減
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
構

成
も
大
き
く
変
わ
る
と
推
計
さ
れ
、
生
産

年
齢
人
口
（
１５
歳
〜
６４
歳
）
が
減
少
、
高

齢
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

▪
経
済
財
政
状
況
の
変
化

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の
進

行
に
よ
り
、
個
人
市
民
税
が
減
少
し
、
社

会
保
障
関
係
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

▪
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
ピ
ー

ク
到
来

　
１
９
６
０
年
代
か
ら
７０
年
代
に
集
中
的

に
整
備
し
た
公
共
施
設
や
、
８０
年
代
以
降

に
建
設
し
た
市
役
所
や
市
民
文
化
会
館
な

ど
の
大
規
模
な
施
設
が
更
新
時
期
を
迎
え

ま
す
。

▪
地
球
規
模
の
危
機
へ
の
対
応

　
近
年
、
大
地
震
や
気
候
変
動
に
よ
る
被

害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
大
流
行
）
は
歴
史
的

に
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
防

災
・
減
災
対
策
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▪
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
社
会

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
へ

の
対
処
の
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
Ｓ

ソ

サ

エ

テ

ィ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
（
最
新
技
術
を
活
用
し
て
、
経
済

発
展
と
課
題
解
決
を
両
立
さ
せ
る
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
姿
）
へ
の
転

換
が
加
速
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
、
気
候
変
動
な
ど

時
代
の
大
き
な
転
換
期
に

小平市第四次長期総合計画を策定

これからのまちづくりを取り巻く
変化と課題

実績値 推計値

１９７１年〜１９８５年度　第一次長期総合計画基本構想

１９８０年代 １９７０年代 １９６０年代
１９８４年
平櫛田中館（現・
平櫛田中彫刻美
術館）開館
１９８５年
市民総合体育館
開館

市民総合体育館

１９７２年
福祉会館開館
１９７４年
鈴木遺跡発見
１９７６年
第1回
小平市民まつり

鈴木遺跡発掘調査

１９６２年
市制施行
１９６４年
新庁舎新築移転
（現・中央公民館）
１９６５年
人口10万人突破 １９５５年ごろの宅地化の様子

（小平市図書館所蔵）

◆最新テクノロジー
　活用社会
暮らしや働き方を変える
Society（ソサエティ）
５．0時代の到来

◆人口減少、人口構成の変化
近い将来、人口減少が始まり、少子高齢化が進行

◆経済財政状況の変化
人口減少などによる市税減少、高齢化などによる社会保障
関係費増加

◆地球規模の危機への対応
大地震、気候変動などによる被害、感染症対策の必要性

◆公共施設の老朽化に伴う
　施設更新ピーク到来
多くの公共施設が老朽化し、
更新時期のピークが到来

内閣府作成
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つながり、共に創るまち　こだいら

基本構想の体系

将来像「躍動をかたちに　進化するまち　こだいら」
主に自治基本条例施行や市民活動支援センターなどが開設されま
した。この間の人口は、1７６，７７３人（２００６年1月現在）から 
1９４，８６９人（２０２０年1月現在）へと約1０％増加しました。

将来像「緑と活力のあるふれあいのまち小平」
主に下水道普及率1００％の達成や、市民文化会館が整備されまし
た。この間の人口は、1５４，３４７人（1９８６年1月現在）から
1７６，４８６人（２００５年1月現在）へと約1４％増加しました。

第
四
次
長
期
総
合
計
画
へ

２０１１年
東日本大震災
２０１２年
市制施行５０周年、
市史編さん事業
２０２０年から
新型コロナウイルス
感染症流行 市史編さん事業

２００２年
ＦＣ東京練習場
小平グランドへ移転
２００６年
第1回灯りまつり
２００９年
小平市自治基本条例
施行 灯りまつり

１９９１年
全市公共下水道
汚水整備が完了
１９９３年
市民文化会館（ルネ
こだいら）開館
１９９５年
阪神淡路大震災 ルネこだいら

１９8６年～２００５年度　第二次長期総合計画基本構想２００６年～２０２０年度　第三次長期総合計画基本構想

２０１０年代以降 ２０００年代 １９９０年代

長期総合計画は、長期にわたり市の経営の
根幹となるもので、まちづくりの総合的な
計画として、市の計画の最上位に位置づけ
られています。
1９７1年度からの第一次長期総合計画に始
まり、これまで三次にわたる長期総合計画
に沿ったまちづくりを進めてきました。
第四次長期総合計画は、小平を取り巻く社
会状況の変化や小平が持つ歴史や自然環
境、地理などの特性を踏まえ、市民の意見
を取り入れて策定を進めました。

第四次長期総合計画では、基本構想に掲げる将来像「つながり、共に創るまち　
こだいら」の実現に向けて、３つの基本目標と、基本目標を進める自治体経営方
針、これらを横断して取り組む２つのプロジェクトを設定しています。

市制施行１００周年を見据え
将来世代にまちづくりを引き継ぐ
現在の延長線上から導き出す1２年後の目標ではなく、市制施行 
1００周年の２０６２年を見据え、より長期的な視点を持ち、そこか
ら逆算して、将来世代にこだいらのまちづくりを引き継ぐため
に、２０２1年度からの1２年間でやることは何かを共有する

地域を共に創る
市民、事業者、行政、関係人口や交流人口など、関係するすべて
の人々が、それぞれの資源を結集し、役割分担をしながら地域を
共に創っていく

つながり
私たちは、人と人との温かいつながりや、人と地域との心強いつながりで、これ
までのまちづくりを行ってきました。つながりは、安全安心の基盤を築き、豊か
さを生み出します。これから新たな時代に対応しながら、これまで培ってきたつ
ながりを土台に、新しいつながりの形を探求し、多様なつながりを育みます。
共に創る
そして、市民、事業者、行政、関係人口や交流人口などが、それぞれに持つ資源
を結集し、役割分担をしながら、これからも魅力的で誇りに思えるまちを、心の
ゆとりを持ってみんなで共に創っていきます。

基本目標Ⅰ～Ⅲ
将来像の実現に向けた取り組みを、ひとづくり、くらしづくり、ま
ちづくりの３つに分けて定めています。基本目標ごとに1２年後の
目指す方向性とありたい姿を示したうえで、９つの方針として取り
組みの視点を示しています。

自治体経営方針
３つの基本目標に掲げる施策を着実に実施するために、行政内部の
しくみや参加・協働・自治などの必要となる考え方やとるべき姿勢
を示すものです。
▷地域資源によるサービスの実現
▷将来に向けた財政運営・財産活用
▷運営・業務執行体制の効率化
▷職員と職場の活性化

基本目標横断プロジェクト
市制施行1００周年を見据える中で、第四次長期総合計画の1２年間
を基盤づくりとして捉え、持続可能な社会を構築するために、３つ
の基本目標と自治体経営方針を横断して取り組んでいく内容です。
▷プロジェクト1　自助・共助・公助により、防災・減災を強化
▷プロジェクト２　新たな地域拠点とコミュニティの創出

第四次長期総合計画

分野別個別計画

基本目標Ⅲ　まちづくり
自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまち

方針７　水や緑を保全・創出し、環境にやさ
しい循環共生型の社会を形成する（緑、環境、
資源循環）

方針８　安全安心で快適な、住みやすいまち
を形成する（市街地整備、道路、交通）

方針９　地域資源をいかし、活力と交流を生
み出す（商工業、都市農業、観光）

基本目標Ⅱ　くらしづくり
多様性を認めあい、つながり、共生するまち

方針４　お互いに尊重し、活躍できる社会の
実現（男女共同参画、障がい者支援、多文化
共生）

方針５　地域の絆で支えあう（介護、保健福
祉、生活支援）

方針６　誰もが安心と生きがいを持つ地域づ
くり（地域コミュニティ、安全・安心）

基本目標Ⅰ　ひとづくり
人が育ち、学び、新たな価値を創造するまち

方針１　全ての子どもの育ちと自立を支援す
る（子育て支援、学校教育、若者活躍）

方針２　全世代が元気にはつらつと過ごす
（健康づくり、スポーツ、生涯の学び）

方針３　まちの誇りを受け継ぎ、発展させる
（歴史、文化芸術）

つながり、共に創るまち　こだいら
１２年後の目指す将来像

自治体経営方針
基本目標Ⅰ　ひとづくり
基本目標Ⅱ　くらしづくり
基本目標Ⅲ　まちづくり

計画策定のポイント

基本目標横断プロジェクト
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堂々と紙おむつさげ行く人は
家に連れ合い待っているよし	 加藤厚子

長期総合計画の閲覧・販売
第四次長期総合計画は、３月下旬以降、政策課（市
役所３階）、市政資料コーナー（市役所１階）、東
部・西部出張所、図書館で閲覧できるほか、小平
市ホームページでもご覧になれます。なお、市政
資料コーナー、東部・西部出張所では、販売も予
定しています。
◆概要版の配布
市内の大学生や市職員の有志で作成しました。ふだん市政に関わること
が少ない方や、若い方にも見やすい冊子にまとめています。概要版は、
３月下旬以降、政策課、市政資料コーナー、東部・西部出張所で配布す
るほか、小平市ホームページからダウンロードもできます。
◆やさしい日本語版・英語版
外国人向けに、やさしい日本語と英語に翻訳した概要版も作成します。
詳しくは、小平市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

第四次長期総合計画　策定記念シンポジウム
長期総合計画基本構想審議会会長の津田塾大学髙橋学長による講演、審
議会正副会長と市長、市民によるパネルディスカッションをします。
また、第四次長期総合計画の概要版を配布します。
※シンポジウムでは手話通訳もあります。シンポジウムの様子は、小平
市YouTubeチャンネルで後日公開します。
と　き　３月2０日（土・祝）　午後３時〜４時2０分　２時３０分開場
ところ　ルネこだいら中ホール
※駐車場はありません。
定　員　1５０人　
申込み　当日、会場へ（先着順）

問合せ　政策課☎０４2（３４６）９５０３、FAX０４2（３４６）９５1３、
Akeikaku@city.kodaira.lg.jp

第四次長期総合計画では、策定の過程で市民ワークショップやアンケート、
出前授業などさまざまな形で市民の声を集めました。そして、その声が長期
総合計画に反映されています。

市民と一緒に作った

小平の
将来のかたち

審議会委員として参加
アンケートやワークショップ、
審議会など、市民や関係者の多
様な意見を集約しながら計画が
出来ていく過程に携わり、長期
総合計画を身近に感じました。
古くから受け継がれたものに、
時流の変化に合致した価値観を
反映させ、計画を皆さんと共に
形にできて、うれしく思います。竹田広輝さん

無作為抽出で選ばれてワークショップに参加
個人的にまちづくりへの希望や
要望があっても、それをどこか
で発言することはありませんで
したが、今回、意見を出す場が
あると初めて知りました。意見
を出すなかで、参加者みんな小
平が大好きで、小平を良くした
い気持ちを話せて、とても楽し
い経験ができました。清水貴之さん

骨子案に対する地域懇談会に参加
市民の意見を聞きながらまち
づくりを進めることを知り、
うれしかったです。地域懇談
会では、身近なことから市全
体のことまで、活発に意見が
出ました。小平が好きで住み
続けたい、小平を良くしたい
思いからたくさんの意見が出
るのだと思いました。細井美津子さん
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市民ワークショップ

いただいた意見の一部を紹介
市民ワークショップ
▷つながり、ふれあい、交流を大切にしたい
▷何かをやるには、何かをやめないといけない
▷市民の主体性が今後のまちづくりに問われ
ている

市立中学校への
インタビュー

市民活動団体
意見交換会

市民活動団体意見交換会
▷長期的な視点を持って、それをみんなで共
有することが必要
▷行政と市民が一丸となってやりましょう
インタビュー（中学生）
▷子どもから大人まで安心して暮らせる安全
なまちに
▷挨拶が飛び交うまちに
▷ＦＣ東京のグランドがあるので、地域でも
っと応援したい
▷外国のマナーや文化を知り、交流が盛んに
なると良い
インタビュー（高校生、大学生、外国人）
▷個人商店や畑は残ってほしい
▷のんびりした雰囲気を大切に
▷近代化するところはしてほしい
▷文化が違ってもお互い尊重し合えて暮らし
やすい社会に
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	市報こだいら_21_0305_67面_5校
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